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１ CAN-DO リストの活用に向けての取組 

⚫ CAN-DO リストを作成する目的：「国際共通語としての英語力向上のための５つの提言

と具体的施策」例）指導方法や評価方法の工夫・改善が容易になる 等 

→これだけのメリットがあるのに作成しても活用されない。 

⚫ 三位一体の改善：「CAN-DO リスト（目標）」「年間指導計画（計画）」「学習指導案（実

施）」の様式を変更。できるだけシンプル。様式間 Copy Paste→繋がりを持たせる。 

⚫ 「CAN-DO リスト」の改善：静岡県「CAN-DO リスト作成の手引き」を準備。CEFR の考

え方を取り入れた TO-DOリストの作成・提出依頼。（全ての公立高等学校）（裏面） 

→CEFRを軸にすることにより： 

①小・中・高等学校で地域連携による一貫性のある到達目標の作成が可能になる。 
（文部科学省委託事業「外部専門機関と連携した英語指導力向上事業」） 

②社会における英語力評価との同期・連続性が可能となり、生徒の学習や自己実現 

の幅を計画的・効率的・永続的に広げることが期待できるようになる。 

 

２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善 

 (1) 共通参照枠の意識化（静岡県が考える CEFR） 

⚫ 共通参照枠の定義：「県内英語担当教師が持つ、英語のレベルを測るときに照らし合

わせることができる共通の物差し」。 

→県の取組として、悉皆研修等を活用し、演習等を通して共通参照枠を再確認。CEFR 

A2と B1の違いを大切にする。 

→教材選定や授業計画を行う際は、この共通参照枠を意識して、生徒の「興味・関心」

「実態」「習熟の程度」を考慮する。 

 

(2) 授業づくりの質的転換への意識化 

⚫ 授業づくりの質的転換：「主体的・対話的で深い学び」、「わかる」から「できる」授

業へ→静岡県リーフレット「授業設計４項目」（別紙）、１枚ポートフォリオ 

⚫ 授業実践から見える課題（Convergent と Divergent） 

① 課題：授業・単元を貫く「解決したい課題や問い」の作成に慣れていない。 

  原因：無意識的に自作ハンドアウトをより分かりやすいように作成。「受容トピッ 

ク」から「産出トピック」を抜き出すことに慣れていない。 

② 課題：多様な答えが生まれる授業（Divergent）に求められる支援に慣れていない。 

     原因：「教科書で教える」という考えから、自作ハンドアウトの準備に時間がかか

り、実際の授業にて起こりうる生徒の反応や答えに対して行うべき支援につ

いて考える余裕がない。（follow-up question，recasting, feedback） 

 

課題解決のためには、教師はより一層の「生徒理解」と「できる」に主眼が置かれた「上質

な教材」の活用を通して、Divergent な授業実践の経験値を高めることが大切になる。 

静岡県「主体的・対話的で深い学び」リーフレット 



ステージ やりとり(Spoken Interaction) 発表(Spoken Production) 内部 外部

○身近な話題や知識のある社会的な話題に関す
る短い会話を聞いて、概要や要点を理解するこ
とができる。
○比較的ゆっくりはっきりと話されれば、時事
問題や社会問題に関する短い平易な説明を聞い
て、要点を理解することができる。
○比較的ゆっくりはっきりと話されれば、馴染
みのある話題を扱ったラジオ番組やテレビ番組
を視聴して、要点を理解できる。

○身近な話題に関する比較的短い記事やレポー
ト資料から、必要な情報を読み取ることができ
る。
○短い物語を読んで、あらすじを理解すること
ができる。
○社会的な話題に関する短い会話や説明を読ん
で、概要や要点を理解できる。
○英語学習を目的として書かれた記事やレポー
トを読んで、概要や要点を理解できる。

○公共の場所（店、駅など）において、自分の
問題を説明し、解決することができる。
○身近な話題や興味関心のある事柄について、
準備をしないで会話に参加することができる。
○身近な話題や知識のある話題について、簡単
な英語を用いて情報や意見を交換することがで
きる。

○身近な話題や関心のある事柄について、即興
で説明することができる。
○身近な話題や関心のある事柄について、まと
まりのある内容を話すことができる。
○関心のある分野のテーマに関する記事やレ
ポート資料の概要や要点を説明することができ
る。
○知織のある時事問題や社会問題について、内
容を具体的に説明するとともに、自分の意見を
加えて話すことができる。

〇自分の経験や身近な事柄について、複数のパ
ラグラフから成る説明文を書くことができる。
○関心のある分野のテーマに関する記事や資料
を読んで、その概要や要点を書いてまとめるこ
とができる。
○関心のある分野のテーマについて、まとまり
のある文章で具体的に説明するとともに、自分
の意見やその理由を加えて書くことができる。

Stage7

○コミュニケーションを取るための様々な手段につい
て、その長所・短所等が話題となっている対話を聞
き、要点を理解することができる。
○

○ＳＮＳが人のコミュニケーションの取り方にどのよう
な影響を与えるのかについてのレポートを読み、概
要や要点を理解することができる。
○

○「テクノロジーの進化がコミュニケーションに与える
影響」に係る様々なトピックについて、即興で意見を
交換することができる。
○

○指定された場面における最適なコミュニケーショ
ン手段について、携帯電話、手紙、Eメール、SNSな
どのから１つ選び、理由を付け加えてプレゼンテー
ションすることができる。（ＧＡ）
○

○最近起こった、楽しい出来事や辛い出来事を、そ
の内容を伝える上で最適と思われるコミュニケーショ
ン手段により、友人に伝えることができる。
○

３年後期 ％ ％

Stage6

○第一印象が人の心理に与える影響についての講
義を聞き、要点を理解することができる。
○

○

○第一印象の与える影響の強さについて書かれた
英文を読み、初対面の人と接する際の留意点を読み
取ることができる。
○

○

○第一印象を良くするために必要な要素（服装、髪
型、アイコンタクト、ジェスチャーなど）について、複
数の状況を想定し、それぞれにおける重要度につ
いて意見交換ができる。（ＧＡ）
○

○

○相手に与える第一印象に注意を払わねばならない
状況を想定し、好印象を持ってもらうための方法につ
いて、自分の意見や経験も加えながら話すことがで
きる。
○

○

○転校する友人宛てに、新しいクラスメート、担任、
部活の顧問、新居のの隣人のそれぞれについて、好
意的な第一印象を持ってもらうためのアドバイスの
メールを書くことができる。
○

○

３年前期 ％

○短い簡単なメッセージやアナウンスを聞い
て、必要な情報を聞き取ることができる。
○身近な話題に関する短い会話を聞いて、概要
や要点を理解することができる。
○ゆっくりはっきりと話されれば、身近な事柄
に関する短い説明の要点を理解することができ
る。

○日常生活において身の回りにある短い平易な
テクストから、必要な情報を読み取ることがで
きる。
○平易な英語で書かれた短い物語を読んで、あ
らすじを理解できる。
○身近な話題に関して平易な英語で書かれた短
い説明や手紙を読んで、概要や要点を理解でき
る。

○日常生活や自分に関連した事柄に関する短い
簡単なやりとりをすることができる。
○身近な話題や興味関心のある事柄について、
ある程度準備をすれば、会話に参加することが
できる。
○身近な話題について、簡単な英語を用いて簡
単な意見交換をすることができる。

○身近な事柄や出来事について、簡単な語句や
文を用いて即興で話すことができる。
○身近な話題や関心のある事柄について、簡単
な説明をすることができる。
○身近な話題について、自分の意見やその理由
を簡単に話すことができる。

〇自分が必要とする事柄について、短い簡単な
メモやメッセージなどを書くことができる。
○身近な事柄について、簡単な語句や表現や用
いて、短い説明文を書くことができる。
○聞いたり読んだりした内容について、簡単な
語句や表現を用いて、自分の意見や感想を書く
ことができる。

Stage5

○ラジオの悩み相談番組を聞き、やり取りの概要を
理解することができる。
○

○悪い習慣から抜け出せずに悩んでいる人に対する
アドバイスが書かれた英文を読み、要点を理解する
ことができる。
○

○悪い習慣から抜け出せずに悩んでいると訴える
友人に対し、改善策を考え、提案することができる。
(ＧＡ）
○

○夜更かしなど、よくないとわかっていながらも陥って
しまう悪い習慣について、グループ内で発表すること
ができる。
○

○悪い習慣について悩んでいるというブログに対し
て、自分の経験等を参考に適切なアドバイスを書き
込むことができる。
○ ２年後期 ％ ％

Stage4

○休日の過ごし方についての会話を聞き、概要や要
点を理解することができる。
○

○

○休暇を取ることの重要性について説明した文章を
読み、概要や要点を理解することができる。
○

○

○１回の長い休暇と、複数回の短い休暇のどちらが
良いかについて、その理由を含めた意見交換ができ
る。
○

○

○国別の年間休暇日数が書かれた表を示しながら、
共通点や相違点を説明することができる。
○

○

○休暇を取ることの重要性を訴え、自分の好みの
休暇のとり方を説明するレポートを書くことができ
る。(ＧＡ)
○

○

２年前期 ％

Stage3

○教室内のエチケット（マナー）についての英文を聞
き、要点を理解することができる。
○

○

○海外の高校生の学校生活（行事など）について書
かれた短い平易な英文を読み、日本との違いを理解
することができる。
○

○

○学校生活の中で不快感を覚える場面について、や
りとりすることができる。
○

○

○写真などを用いながら、来日する高校生に日本
の学校生活（行事など）を紹介できる。（ＧＡ）
○

○

○より快適な学校生活を送るために必要なこと、その
ために自分ができることについて、短い文章を書くこ
とができる。
○

○

１年後期 ％ ％

○挨拶や簡単な指示を聞いて理解することがで
きる。
○日常生活において必要となる基本的な情報を
聞き取ることができる。
○ゆっくりはっきりと話されれば、身の回りの
事柄に関する平易でごく短い会話や説明を、視
覚情報などを参考にしながら理解することがで
きる。

○日常生活において身の回りにある英語の中の
語句や単純な文を理解することができる。
○平易な英語で書かれたごく短い物語を読ん
で、視覚情報などを参考にしながら、あらすじ
を理解することができる。
○身の回りの事柄に関して平易な英語で書かれ
たごく短い説明を読んで、視覚情報などを参考
にしながら、概要を理解することができる。

○相手の発話を理解できない場合など、必要に
応じて、間き返したり意味を確認したりするこ
とができる。
○相手のサポート（ゆっくり話す、繰り返す、
言い換える、自分が言いたいことを表現するの
に助け船をだしてくれるなど）があれば、ごく
身近な話題について、簡単な表現を使って質疑
応答をすることができる。

○簡単な語句や文を用いて、自分について話す
ことができる。
○日常生活において必要となる基本的な情報を
伝えることができる。
○ごく身近な事柄や出来事について、事実、自
分の考えや気持ちなどを、簡単な語句や文を用
いて短く話すことができる。

〇自分に関するごく限られた情報を、簡単な語
句や文を用いて書くことができる。
○ごく身近な事柄について、簡単な語句や文を
用いて書くことができる。

Stage2

○「嘘をつくことについての良し悪し」についての
対話を聞き、概要を理解できる。
○

○「嘘の種類」「人が嘘をつく理由」について書かれた
英文を読み、概要を理解できる。
○

○嘘をつかれた時にどんな気持ちだったかについ
て、簡単な表現を使ってやりとりできる。
○

○自分の身にこれまでに起こった「嘘をつかれた体
験」を紹介できる。
○

○正直であることの大切さについて事実と意見を含
んだブログを書くこことができる。（ＧＡ）
○ １年後期

Stage1

○自己紹介を聞き、趣味や性格などの情報を聞き取
ることができる。
○

○

○

○週末の出来事について平易な英語で書かれた物
語を読み、あらすじを時系列で理解することができ
る。
○

○

○

○どんなことをしているときに「楽しい」と思うか（例：
入浴時、映画を見ているとき等）について、簡単な表
現を使ってやりとりできる。
○

○

○

○自分の趣味を、写真や絵を提示しながら紹介す
ることができる。（ＧＡ）
○

○

○

○自分の１日のスケジュール表について、簡単な語
句や文を用いて埋めることができる。
○

○

○

１年前期 ％

CEFR

B1

達成率
想定時期

外部（外部指標名）

学校番号（　　　　）　静岡県立/○○市立/○○○高等学校　　　平成30年度版  学習到達目標(CAN-DOリスト)

様式１

聞くこと(Listening) 読むこと(Reading) 書くこと(Writing)

A2

A1

話すこと(Speaking)

同一レベル内では、育成を目指す能力は各ステージ
共通です。ここでは、Ａ２レベルに達するには１年半（１
年後期と２年前後期）を要すると想定し、３つのステー
ジを設定しました。

不要なレベルは適宜削除して体
裁を整えて下さい。※本サンプル
ではＢ２をカットしました。

「ステージ」は前期後期または１，２，３の各学期と連動して区切りま
す。ここでは、前期後期で区切っています。
生徒の実態に合わせて、適宜増減して下さい。

「ステージ」の区切りと連動。前期後期また

は１，２，３の各学期で区切ってください。

ここでは、前期後期で区切っています。

外部指標対照表（別sheet）にあるものの中から外部指標として主
に用いるものを任意に１つ選び、記入して下さい。

教科書（教材）は同じであっても、同
期（ここでは後期）の間に学習活動
のレベルをＡ１からＡ２に上げる場合
は、このようにステージと想定時期を
を２つに分けて示します。

達成率「外部」は外部検定等の外部指標
を受けた者がいない場合は「－」を、受け
たが達成した者がいない場合は「０％」と
記入して下さい。
年度末に記入し、CAN-DOリストの改善に

「想定時期」とは「該当する生徒の６割が
目標を達成すると想定される時期」。ただ
し、卒業時の学習到達目標の達成率は期
待値でもよい。

達成率（内部）は、各ステージの適切な時期に、
適切な課題(「参考）CEFRレベルの概要」にある
「評価規準となる問いの具体例」等を参照)でパ
フォーマンステストを行い、適切なルーブリックで
能力を評価して把握し、記入する。

small task

Goal Activityに達するた

めの学習活動（small small task small task主たる学習活動
Goal Activity

「１時間の授業」において、１つの領域の学習活動を行う場合もありますが学
習効果を高めるために、２つ以上の領域を結びつけた学習活動も考えられま
す。 例）「聞いたこと」について「話す」、 「読んだこと」について「書く」

「単元」において、主たる学習活動であるGoal Activity(Goal Task)と各領域の
学習活動との関連付けを行い、５領域をバランス良く育成します。
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